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バンドン市との都市間連携 

バンドン市の環境分野における優先課題

［優先課題］

 Promotion of environment awareness, mainly on segregation of solid waste（廃棄物の分別にフ
ォーカスした環境意識の向上）

 Air Pollution（大気汚染）
 Water Pollution（水質汚染）
 Solid waste management（固形廃棄物管理）
 Environmental Technology（環境技術）
 Climate change（気候変動）
 Environmentally Sustainable City（環境に配慮した持続可能な都市）
バンドン市環境管理委員会関係者から提示のあったバンドン市側の優先課題
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バンドン市・川崎市の都市間連携の経緯

バンドン市と本市は、「アジア・太平洋エコビジネスフォーラム」及び「UNEP 連携エコ
タウンプロジェクト」を通じた連携・協力関係の醸成を行ってきました。

〇「アジア・太平洋エコビジネスフォーラム」

本市と参加都市間との信頼関係を醸成するため、先進的な環境技術・戦略

の情報交換を行う場として平成 17 年から毎年開催されてきた。バンドン市
は平成 18 年からそのほとんどに参加している。

 第 2回 （平成 18年 1月 23日～25日）  1名
 第 3回 （平成 19年 1月 22日～24日）  2名
 第 4回 （平成 20年 1月 21日～23日）  2名
 第 5回 （平成 21年 2月 16日～17日）  2名
 第 6回 （平成 22年 2月 2日～3日）   4名
 第 8回 （平成 24年 2月 8日～9日）   3名
 第 9回 （平成 25年 1月 30日～31日）  3名
 第 10回（平成 26年 2月 12日～14日）   2名
 第 11回（平成 27年 2月 4日～5日） 2名

〇「UNEP連携エコタウンプロジェクト」
日本のエコタウンの形成過程と実施から得られる教訓を理解すること、そして、アジア太

平洋地域においてエコタウンを開発するための戦略とガイドラインを開発することを目的

として開催されてきた。

バンドン市は、大連市（中国）とペナン（マレーシア）と共に、アジア太平洋地域の環境

問題に対応するためのエコタウンプログラムの試験プロジェクト実施都市に平成 18年に選
ばれ、上記エコビジネスフォーラムとの連携を通じて、さまざまな取り組みが行われてきた。

 UNEP アジア太平洋エコタウンプロジェクト第 1 回川崎研修会（平成 18 年 9 月 26 日
～10月 2日）

 UNEP アジア太平洋エコタウンプロジェクト会議（平成 19 年 10 月 22 日～25 日）

 ペナン市・バンドン市におけるエコタウンプロジェクト関係者ワークショップ（平成 21
年 8月 24日～27日）

 エコタウン・ワークショップ（平成 22年 9月 21日、バンドン市にて）
 バンドン・エコタウン評価ワークショップ（平成 23年 12月 9日）
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